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概要 
本書では、新しい IBM® System x™ サーバーを実世界の例として使用して、実世界におけるデュアル・
コア・プロセッサーの利点について考察します。業界標準サーバー・プラットフォームのユーザーにとっ
ての利点について説明し、ハイパフォーマンス HPC およびビジネス・コンピューティング・アプリケー
ション向けのスケーラブルなパフォーマンスと消費電力当たりの優れたパフォーマンス (ワット性能) 
を実証します。  
 
現在進行中の 64 ビット・コンピューティングへの移行に続いて、先進プロセッサー・テクノロジーの
次のステップは、デュアル・コア・プロセッサーと、それに続く次世代の低消費電力デュアル・コア・
プロセッサーの導入です。過去の標準的なプロセッサー・チップには、1 つの中央演算処理装置、すな
わち CPU コア (プロセッサーの「頭脳」) が組み込まれ、それをサポートする回路 (オンチップ L2 
キャッシュなど) で取り巻かれていました。この場合の「2way」サーバーは、2 つのプロセッサー・ソ
ケットを備え、各ソケットには 1 つのシングル・コア・チップが搭載されています。これとは対照的
に、デュアル・コア・プロセッサーには、L1 や L2 キャッシュやその他のサポート回路と共に、1 つ
のチップ内に完全な 2 つのプロセッサー・コアが含まれています。これにより、物理プロセッサー 2 個 
1 の場合よりも、電力消費と発熱量の削減と共に、パフォーマンス向上と待ち時間短縮の可能性が高く
なります。  
 
本書では、IBM System x プラットフォームにおいて、インテル・シングル コア・プロセッサーに勝る
インテル® デュアル コア・プロセッサーの利点を調べます。使用する 2 つの測定基準は、全体的なパ
フォーマンス向上 とワット性能 です。ワット性能は、消費電力 (ワット) ごとに実行できる「作業」
量を測定します。ビジネスが拡大するにつれて、より効率的なインフラストラクチャーに対するニーズ
が高まるので、ワット性能は非常に重要な測定基準です。  
 
この調査の結果は、IBM System x3650 (デュアル・コア) サーバーを先行機種の IBM eServer™. xSeries® 
346 (シングル・コア) サーバーと比較した場合、30 から 110% のパフォーマンス向上、および 90% か
ら 175% のワット性能 の上昇を示しています 

2。  
 

                                                        
1
 タイプとクロック・レートが同じ物理プロセッサー  

2
 示されているベンチマークの結果は x3650 サーバーに固有のものですが、他の x3XXX シリーズ・サーバーでも同じ

プロセッサー、メモリー、および I/O テクノロジーが使用されています。したがって、先行 IBM 製品と比較した場

合、同様な相対的なパフォーマンス向上を予想できます。 
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はじめに 
デュアル・コアを使用する理由  
約 35 年前にマイクロプロセッサーが発明されて以来、コンピューター・エンジニアや設計者は、自由
にトランジスターを使用してより高速かつより安価な装置を作成する革新的な方法を見つけてきまし
た。最初の商用シングル・チップ・マイクロプロセッサーであるインテル 4004 は、4 ビット中央演算
処理装置 (CPU) を搭載し、1 MHz 未満で動作し、約 2,300 個のトランジスターを使用する 10 ミク
ロン・プロセスに基づいて構築されました。現在、64 ビット・マイクロプロセッサーは 2GHz 以上で
動作し、100 ナノメートル以下のプロセッサー・テクノロジーに基づいて構築され、数億個のトランジ
スターを使用しています。  
 
インテル社の共同創設者である Gordon Moore は、過去 40 年にわたる非常に速いペースのプロセッ
サー・テクノロジーの進歩を最初に認識し、予見しました。これは、一般にムーアの法則と呼ばれてい
ます。具体的に言うと、ムーアの法則では、電子集積回路パッケージ・テクノロジーの製造技術の進歩
により、単位面積当たりのトランジスター数は 18 から 24 カ月ごとに倍増すると提唱されています。
ムーアの法則の実際的な効果は、増え続ける計算能力をテクノロジー・ユーザーに提供すると同時に、
コストを削減 することでした。長年にわたって、ムーアの法則は、チップ・メーカーがプロセッサー
のパフォーマンスを拡大するのを容易にしてきました。各世代の製造プロセス・テクノロジーの進歩と
共に、トランジスターは小型化され、パッケージ密度が上昇してきたので、キャパシタンスと回路イン
ターコネクト間の配線距離が減少しました。これにより、プロセッサーのクロック周波数の急上昇が可
能になりました。  
 
今日、IT 産業に従事する誰もが、プロセッサーのクロック・レートの増大がますます困難になってい
ることを認識しています。ムーアの法則の利点は「負の側面」を備えています。つまり、トランジスター
の密度が上がり、プロセッサー周波数が上昇するにつれて、プロセッサーによって生成される浪費電力
量と発熱量も上昇することです。対応するプロセッサー電力密度の増加により、発生した熱を従来の低
コストのシステム冷却技法を使用して取り除くことがますます困難になってきました。これが、プロ
セッサーの進化速度を制限する重要な要因になってきました。電力密度は、通常、単位面積当たりの電
力、つまりワット/cm2 で表されます。過去 20 年間にわたり業界が経験してきたのと同じ速度で今後
のプロセッサーの電力密度を推定する場合、プロセッサーの面積が縮小し続けると、最終的に太陽の表
面よりも多い熱を生成することになります。クロック周波数が上がれば上がるほど、生成される無駄な
熱量が増えます。チップが熱くなればなるほど、システムの動作時の温度が上がり、すべてのものを冷
却し続けることがますます困難になります。  
 
トランジスターが小さいほど、動作時の電圧が低下し、この結果電力消費量が減少し、生成される熱は
減りますが、トランジスターのサイズの減少は、装置の漏えい電流を増やす ことにもなります。電流
の漏えいは、装置の総電力消費量の 40% にも相当します。これは、ゲート漏れ電流とオフ状態漏れ電
流によって引き起こされます。オフ状態漏れ電流は、トランジスターの電源が「オフ」の場合であって
も、トランジスターの誘電「壁」を通した、継続した電子の流れです。トランジスターの電圧しきい値 
(Vt) の利用が、漏えい電流の削減に使用される 1 つの設計技法です。Vt が低いトランジスターは高
速ですが、漏えい電流が多く、Vt が高いトランジスターは漏えい電流が少ないのですが、動作速度が
遅くなります。パフォーマンスが重要である少数の場所で Vt が低いトランジスターを使用し、Vt が
中間または高いトランジスターを主に使用して漏えい電流を最小限に抑えることによって、低電力でバ
ランスの取れたパフォーマンスを実現できます。  
 
結局、より高度なプロセッサーの実装を可能にするために、単位面積当たりのトランジスター数は増え
ています。しかし、プロセッサーのパワー・エンベロープを管理可能なレベルに保持できるようにする
ために、動作周波数は減少する必要がありました。(これが、インテルやその他のベンダーで 4GHz プ
ロセッサーが発売されない理由です。)  
 
必要なのは、プロセッサーのワット性能 を重視した他の製造や設計の方法です。マイクロプロセッサー
の設計者は、あらゆるレベルで電力を抑制する方法を模索しています。プロセッサー設計者、回路設計
者、およびプロセス・エンジニアは、漏えい電流の削減と電力効率の良いソリューションの作成に重点
的に取り組んでいます。これは、独創的な回路設計とマイクロアーキテクチャー、オペレーティング・
システムで有効な省電力機能、およびシステムの電力配分と送電の効率上昇における、製造プロセス・
テクノロジーを使用して対処されます。  
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テクノロジー・ユーザーは、ムーアの法則の副次作用として、歴史に残るほどの急激なプロセッサー周
波数スケーリング速度を予想するようになりましたが、この速度を維持することはできません。電力消
費量と電力密度の急激な増加のために、重要なパフォーマンス測定基準として GHz をむやみに推進す
ることは、物理学の限界への挑戦になってきました。メーカーは、シングル・コア・プロセッサー・テ
クノロジーからデュアル・コアにシフトすることによって、パフォーマンスを引き続き向上させると同
時に、クロック・レートを大幅に下げることができました。いずれは、将来の製造プロセス・テクノロ
ジーの進歩の結果、予想される周波数上昇率は年約 10% になります。  
 
ムーアの法則はまだ破られていません。プロセッサー・チップ製造プロセスのテクノロジーは、引き続
きトランジスター密度の上昇を可能にすることが予想されます。プロセッサー・ベンダーは、クロック
周波数を上げてパフォーマンス向上を推進するのではなく、チップ上のプロセッサー・コア数を増やす
方法を引き続き模索します。現在はデュアル・コア・プロセッサーが主流ですが、2007 年までにクワッ
ド・コア・プロセッサーが出荷される予定です。8 コア以上のプロセッサーの設計もすでに計画されて
います。トランジスターのサイズが縮小し、チップ当たりのコア数が増えるにつれて、それらのコアに
使用可能なオンボード・キャッシュ・メモリーのサイズと精巧さも上昇します。これにより、さらにパ
フォーマンスの利点が追加されます。これらの進歩については、以下のセクションでもっと詳しく説明
します。  
 
デュアル・コアの利点  
シングル・コア・プロセッサーからデュアル・コア・プロセッサーへの切り替えによる主な 2 つの利
点は、全体的なパフォーマンスの向上と、ワット性能効率の上昇です。  
 
以前の最も簡単な代替策は、内部 L2 キャッシュのサイズを増やし、おそらく外部 L3 キャッシュを
追加することでした。これにより、プロセッサーの近くに常駐するプログラム・コードが増え、メイン・
メモリー (RAM) への比較的低速アクセスの必要性が減りました。プロセッサーのベンダーは、長年こ
の方法を採用してきました。もう 1 つの方法は、プロセッサー・レジスターの数を増やして、同時に
使用可能なプロセッサー命令を増やすことでした。しかし、これらの技法だけでは、プロセッサーのス
ループットが今までと同じ速度で急速に拡大し続けることができません。  
 
複数のプロセッサー・ソケットを使用して設計されたシステムでは、2 番目のプロセッサーを追加でき
ます。多くの場合、これにより、パフォーマンスは上昇しますが、リソースの競合と待ち時間の問題が
あるので、100% 上昇するわけではありません。追加されるプロセッサー・ソケットが、2 個から 4 個、
4 個から 8 個などと増えると、競合と待ち時間の問題の解決がますます困難になります。  
 
最新のパフォーマンス向上技法は、2 番目のプロセッサー・コアおよびそれに関連付けられた L2 
キャッシュを 1 つの物理チップに収めて、「デュアル・コア」プロセッサーを作るものです。単一のソ
ケット内で 2 つのコアを近くに配置すると、2 ソケット SMP システムで見られるプロセッサー間の
待ち時間の大部分がなくなります。要するに、デュアル・コア・プロセッサーは、単一チップ上の「2way 
SMP」システムです。この設計では、低いクロック速度で動作するデュアル・コア・プロセッサー・チッ
プの方が、やや高いクロック速度で動作する同種のシングル・コア・チップより、(多くのアプリケー
ションに対する) パフォーマンスが優れています。  
 
プロセッサーのパフォーマンスには、単にクロック・レートやバス速度やキャッシュ・サイズよりもっ
と多くの意味があります。もう 1 つの重要な特徴は、プロセッサーがプログラム・スレッドを処理す
る効率 (およびソフトウェア・スタックがどのように「スレッド」されるか) です。たとえば、シング
ル・コアのデュアル・スレッド・プロセッサーを取り上げてみましょう。各スレッドには、固有の 1 組
のレジスターが割り当てられます。これにより、プロセッサーは 2 つの (論理) プロセッサーのよう
に見えます。理論上、このプロセッサーは、2 つのスレッドを無期限に処理できます。現実には、この
状態はめったに生じません。これらの論理プロセッサーは 1 つの物理プロセッサーの一部であるので、
これらのスレッドは整数ユニット、浮動小数点ユニット、キャッシュなどの共通リソースをタイムシェ
アリングする必要があるからです。これは、同じプロセッサー・リソース用のスレッド間で競合が存在
する可能性があることを意味しています。その結果、有効スループットは理論上のスループットよりや
や低下し、1 つのスレッドは、他のスレッドが共用リソースを解放するのを待機します。さらに、ソフ
トウェア・スタックが主にシングル・スレッドである場合、2 番目の論理プロセッサーは、大部分の時
間、アイドルになり、その値を実際的に意味のないものにする可能性があります。  
 
これとは対照的に、デュアル・コアのデュアル・スレッド・プロセッサーでは、2 つの物理プロセッサー
が 1 つのチップ内に常駐します。各コアには独自のキャッシュやレジスターなどのリソースがあるの
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で、単純なデュアル・スレッド、シングル・コア・プロセッサーで見られるよりもリソースの競合が少
なくなります。2 つの別々のシングル・スレッドまたはマルチスレッド・プログラムは同時に実行でき、
同じ速度のシングル・コア・プロセッサーのスループットの最大 2 倍になります。  
 
大部分のサーバー・アプリケーションの場合、2.33GHz デュアル・コア・インテル Xeon® プロセッサー
は、より低いクロック・レートで稼働するにもかかわらず、3.6GHz シングル・コア・プロセッサーよ
りも合計スループットが大幅に上昇します。  
 
デュアル・コア・プロセッサーのもう 1 つの利点は、電力と熱の減少です。1 つのデュアル・コア・
チップは、同じクロック・レートのシングル・コア・チップ 2 個とほぼ同じパフォーマンスを発揮し
ますが、使用する電力は半分になり、無駄に生成される発熱量も半分になります。これにより、長期に
わたって費用を大幅に節約することができます。今日のデータ・センター環境では、サーバーのワット
電力当たりのパフォーマンスは、IT 管理者にとってますます大きな関心事になっています。デュアル・
コア・プロセッサーは、この状況を著しく改善することができます。  
 
デュアル・コア・プロセッサーでクロック・レートを数ランク前に戻すことによって、エンジニアは、
パフォーマンスを上昇させると同時に、クロック周波数の上昇が現行テクノロジーの克服不能な障害に
なる日をなんとか先送りしてきました。IBM では 2002 年、Sun、AMD、インテルではそれより最近、
どの企業もデュアル・コア・プロセッサー設計を採用しました。おそらく、2006 年以後は新しいシン
グル・コア・サーバー・プロセッサーは登場しないでしょう。デュアル・コア・プロセッサーに移行す
るかどうかの問題ではなく、単にいつ移行するかという問題です。  
 
では、どのようなソフトウェア・ライセンスが発行されるのでしょうか。デュアル・コア・プロセッサー
への移行は、ソフトウェア・コストの上昇を意味するのでしょうか。おそらく、そうではありません。
Microsoft® やその他の多くのソフトウェア・ベンダーは、コア数ではなく、物理プロセッサー・ソケッ
ト 数に応じてソフトウェアをライセンスする計画であると発表しています。したがって、大部分のお
客様にとって、シングル・コア・プロセッサーからデュアル・コア・プロセッサーへの移行は、ソフト
ウェア・ライセンス料にマイナスの影響はほとんどないはずです。実際に、デュアル・コア・サーバー
は、現在のシングル・コア・サーバー 2 台分の作業を実行することによって、2 台目の物理サーバー
が必要になる日を遅らせるのに役立つ場合があります。  
 
注: 大部分のパフォーマンス強化と同様に、この方法には、お客様やタスクによってパフォーマンスの
メリットが異なるというただし書きが付きます。メモリーの追加が役に立つのは、アプリケーションが
メモリーを使用できる場合だけであるのと同じように、シングル・スレッド・アプリケーションまたは
入出力集中アプリケーションを使用するユーザーよりも、計算主体のマルチスレッド・アプリケーショ
ンを使用するユーザーの方が、デュアル・コア・プロセッサーは役立ちます。  
 
利点があるかどうか  
多数のカテゴリーのアプリケーションやミドルウェアが、デュアル・コア・プロセッサーの恩恵を受け
ることができます。こうした新しいプロセッサーが自分の役に立つかどうかの判別に役立つように、表 
1 に、カテゴリーと代表的なアプリケーションをまとめました。シングル・コア・プロセッサーからデュ
アル・コア・プロセッサーへの切り替えに大きな利点があるか、中程度の利点があるか、ほとんど利点
がないかで分類されています。(これらのカテゴリーは、各列内で利点が大きいものから、少ないもの
の順にリストされています。各カテゴリー (HPC サーバーなど) 内のアプリケーションは、アルファ
ベット順に並べられています。)  

 

大きな利点がある  中程度の利点がある  ほとんど利点がない  

HPC サーバー  
• 自動車  
• 航空  
• EDA  
• 地球物理  
• ライス・サイエンス  

Web サーバー  
• Apache  
• Microsoft Internet Information 

Server  

端末サーバー  
• Citrix  
• Microsoft Terminal Server  

(32 ビット・バージョン)  
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大きな利点がある  中程度の利点がある  ほとんど利点がない  

DCC サーバー  
• Pixar RenderMan  

ファイル・サーバー  
• CFIS  
• NFS  
• Samba  

スレッド化されていない 
レガシー・サーバー・ 
アプリケーション  

データ・マイニング  
• MicroStrategy  
• SAS  

電子メール・サーバー  
• Lotus Notes  
• Microsoft Exchange  
• Sendmail  

 

データベース  
• IBM DB2 Universal Database.  
• Microsoft SQL Server  
• Oracle  

端末サーバー  
• Citrix  

(64 ビット・バージョン)  
• Microsoft Terminal Server  

(64 ビット・バージョン)  

 

ERP / CRM  
• PeopleSoft  
• SAP  
• Siebel  

  

Java サーバー  
• BEA WebLogic  
• IBM WebSphere  

  

仮想マシン・サーバー  
• Microsoft Virtual Server  
• VMware ESX Server  

  

表 1. サーバーにとってのデュアル・コアの利点 (アプリケーション・カテゴリー別) 
 

システムの概要  
インテルのシングル・コア・プロセッサーとデュアル・コア・プロセッサーとの比較のために本書で使
用された IBM システムは、x346 と新しい x3650 です (図 1 は、x346 と x3650 のシステム・アー
キテクチャーを横に並べた図を示しています)。シングル・コアからデュアル・コアへの移行に加えて、
Xeon プロセッサー 51xx シリーズは、インテルの新しい Core. Microarchitecture 3 を導入しています。
Woodcrest は新しいデュアル・コア・プロセッサーであるので、キャッシュ構造が、以前のシングル・
コア Xeon プロセッサー (コード名 Irwindale) とは異なります。Woodcrest には 2 つの L1 キャッ
シュ (1 つのコア当たり 1 つの専用キャッシュ) があり、両方のコアにまたがって L2 キャッシュを共
用します。  
 
プロセッサー・コアの違いの他にも、x346 よりも x3650 の利点を大幅に高める顕著な変更点がありま
す。プロセッサー数を 2 個から 4 個に実質的に倍増させると、処理能力の増加に対処するために、他
のシステム・コンポーネント (FSB 帯域幅、メモリー帯域幅、I/O 帯域幅など) をスケーリングする必
要がありました。輻輳を増大させることなくトラフィックの増加を処理するために、x3650 では、FSB 
帯域幅は x346 の 2 倍超 (2.6 倍) になります。さらに、メモリー DIMM 数の増加をサポートするた
めにメモリー帯域幅は 3.3 倍拡大されています。また、x3650 では、I/O スロット帯域幅も 2.5 倍に
増えています。これらの変更はすべて、将来のクワッド・コア・システムをサポートする容量で設計さ
れました。  
 

                                                        
3
 Core Microarchitecture の詳細については、http://www.intel.com/technology/architecture/coremicro/index.htm 

を参照してください。 
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図 1. x346 と x3650 との比較 
 

本書で記述される実験および結果は、上記のシステムに基づいています。一部の実験のクロック周波数
が異なる可能性がありますが、基本の図式はほぼ同じです。  
 
 

パフォーマンスの比較  
シングル・コア (SC) プロセッサーとデュアル・コア (DC) プロセッサー間におけるアプリケーショ
ン・パフォーマンスとワット性能の差を理解するのに役立つように、IBM は、業界の複数のベンチマー
クを実行して、シングル・コア (SC) Xeon プロセッサーを使用する x346 と、デュアル・コア (DC) Xeon 
プロセッサーを使用する x3650 とを比較しました。これらのベンチマークは、さまざまなワークロー
ド下でのプロセッサーの比較に役立つ場合があります。  
 
全体的なパフォーマンスの向上  
x346 と x3650 の全体的なパフォーマンスを比較するために、2 つのベンチマーク(Microsoft Exchange 
Server MMB3 と SPECweb2005) を使用します。Exchange Server MMB3 は、電子メール・ベース操作
を実行するサーバーの能力の測定に使用される業界標準のベンチマークです。SPECweb2005 は、ブロー
ドバンド・インターネット接続を介した Web サーバーへの要求送信をシミュレートします。  
 
デュアル・コア・プロセッサーはパフォーマンス向上の源として注目を集めていますが、サーバー構成
の変更はすべて、パフォーマンス結果に影響を与える可能性があります。 
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この実験で使用された 2 台のサーバー間の主な相違点が表 2 
4 にリストされています。パフォーマン

スの向上を可能にするために、x3650 は、メモリーとディスク・ドライブの合計容量を大幅に増やしま
した。これは、デュアル・コア・プロセッサーに伴うワークロード能力増加に対応するのに役立ちます。
また、テクノロジーも、パフォーマンスが優れたコンポーネントへの変更を促しました。新世代メモ
リー・テクノロジーと SAS ドライブへの切り替えはそれぞれ、IBM デュアル・コア・システムが以
前のシングル・コア・システムよりパフォーマンスが上回る重要な要因です。 

 

 x346 x3650 

プロセッサー / コア 2 x 3.8GHz SC Xeon (Irwindale) / 
2 コア  

2 x 3.0GHz DC Xeon (Woodcrest) /
4 コア 

メモリー 

4GB PC2-3200 DDR2 Registered 
DIMM (Exchange);  
16GB PC2-3200 DDR2 
Registered DIMM (SPECweb2005)

8GB PC2-5300 DDR2 Fully 
Buffered DIMM (Exchange);  
24GB PC2-5300 DDR2 Fully 
Buffered DIMM (SPECweb2005) 

ハード・ディスク 

73GB 15K RPM Ultra320 SCSI、
9,180GB 15K RPM Fibre Channel 
(Exchange); 
 
3,296GB 15K RPM Ultra320 SCSI 
(SPECweb2005) 

876GB 15K RPM SAS、12,348GB 
15K RPM Fibre Channel (Exchange); 
 
146GB 15K RPM SAS、1,260GB 
15K RPM Fibre Channel 
(SPECweb2005) 

Web サーバー・ソフトウェア
(SPECweb2005 のみ) 

Zeus Web Server v4.2r4 (x86-64) Accoria Rock Web Server v1.3.3 
(x86- 64) 

表 2. Exchange および SPECweb2005 ベンチマーク用のシステム構成  
 

x3650 の利点を示すために、図 2 は x346 のパフォーマンスに正規化されました。(つまり、すべての
結果は x346 のパフォーマンスに対する割合 (パーセント) として表されます。)Exchange では、x3650 
のパフォーマンスは x346 より 34% 増えることを示していますが、SPECweb2005 では 111% の増加
を示しています。こうしたパフォーマンスの劇的な増加は、直前のセクションで説明したコンポーネン
トの改良に直接関係します。すなわち、プロセッサー、メモリー、I/O 帯域幅の増加や、x346 と x3650 
間のその他の相違点です。  

 
図 2. x346 と x3650 とのパフォーマンスの比較 

                                                        
4 詳細については、http://www.microsoft.com/exchange/evaluation/performance/default.mspx および http://www.spec.org/web2005/results/ 

を参照してください。 
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パフォーマンスに関する最後の注: (特に 64 ビット・ソフトウェアを使用する場合の) デュアル・コ
ア・プロセッサーのすべての利点を確かめるには、ソフトウェアに十分なメモリーを提供する必要があ
ります。以前にシングル・コア・プロセッサー当たり 2GB のメモリーを提供した場合、デュアル・コ
ア・プロセッサーの使用時にそれらの数値を 2 倍にすることを検討してください。(実際のニーズを判
別するために、どのような場合でも社内のアプリケーション固有のテストをお勧めします。)  
 
ワット性能 
以前は、ワークロードが増えると、インフラストラクチャーがそれに応答してニーズを満たしました。
インフラストラクチャーが拡大すると、電力消費量も増えました。DC サーバーでは、これは当てはま
りません。上記の説明から、DC サーバーはパフォーマンスに関して全体的なインフラストラクチャー
の規模を縮小できるのは明らかです。このセクションでは、デュアル・コア・サーバーの電力消費量が
減少し、シングル・コア・サーバーよりパフォーマンスが優れていることが分かります。  
 
ワット性能測定用のベンチマークの実行に使用されるサーバー構成が、表 3 にリストされています。
注意が必要な重要な相違点は、新世代メモリー・テクノロジーと SAS ディスク・ドライブへの移行で
す。これらのテクノロジーはどちらも、パフォーマンスを向上させます。  

 
 x346 x3650 

プロセッサー / コア 2 x 3.6GHz SC Xeon (Irwindale) 
/ 2 コア 

2 x 2.33GHz DC Xeon 
(Woodcrest)  
/ 4 コア 

メモリー 4 x 1GB (PC2-3200 DDR2 
Registered DIMM)  

4 x 1GB (PC2-5300 DDR2 Fully 
Buffered DIMM)  

ハード・ディスク 6 x 73GB 15K RPM 3.5 型 SCSI 8 x 73GB 10K RPM 2.5 型 SAS 

ディスク構成 6-Drive RAID-5 8-Drive RAID-5 

NIC  2 x 1Gb (プレーナー) 2 x 1Gb (プレーナー) 
RAID コントローラー ServeRAID-7k (SCSI) ServeRAID-8k (SAS) 

表 3. ファイル・サーバーおよび Web サーバー・ベンチマーク用のシステム構成 
 
ワット性能測定基準は、消費電力ワット当たりのパフォーマンスを最大化する際のサーバーの効率を測
定します。この測定基準のパフォーマンスを得るには、サーバーの最大スループット時に測定された
ピーク電力でパフォーマンスを除算します。この数値はワット性能値を表し、結果は上記のように正規
化されます。  
 
図 3 は、x346 と x3650 で実行されたファイル・サーバー・ベンチマークと Web サーバー・ベンチ
マークにおけるワット性能の結果を示しています。ファイル・サーバー・ベンチマークは、ファイル・
サーバーがどの程度 I/O 要求を処理するかを測定します。一方、Web サーバー・ベンチマークは、サー
バーがどの程度 Java Web 要求を処理するかを測定します。ファイル・サーバー・ベンチマークでは、
x3650 サーバーは x346 よりも 90% の増加を示しています。Web サーバー・ベンチマークでは、x3650 
サーバーは 175% の増加を示しています。こうしたワット性能の飛躍的な増加は、x346 と x3650 と
の間の特定の 1 つの相違点に起因すると考えることはできません。特にファイル・サーバー・ベンチ
マークの場合、大量の I/O トラフィックがシミュレートされるので、新しい SAS ディスク・ドライ
ブが結果に大きな役割を果たします。  
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図 3. SC および DC インテル・プロセッサーを使用する IBM サーバーのワット性能比較 
 
 

結論 
過去の市場では、パフォーマンス向上の要求は、トランジスター・サイズの縮小とクロック周波数の増
加によって対応されました。今日では、テクノロジーはプロセッサー・コアの追加によるパフォーマン
ス向上の方向に進んできました。x3650 は、Microsoft Exchange ベンチマークでは x346 よりも最大 
34% パフォーマンスが向上し、SPECweb2005 ベンチマークでは 111% 向上します。  
 
パフォーマンスが急上昇したとしても、デュアル・コア・システムの真の利点は電力使用量にあります。
x3650 は、ファイル・サーバー・ベンチマークで x346 よりも最大 90%、および Web サーバー・ベ
ンチマークで 175% のワット性能の向上を示します。図 4 と 5 は、既存のインフラストラクチャー
が 21 台の x346 サーバーを使用するシナリオで x3650 インフラストラクチャーの潜在能力をまと
めています。比較すると、同じ量の作業をたった 11 台の x3650 サーバーで実行でき、消費電力はほ
ぼ 3 分の 2 減少します。  
 

 

図 4. IBM x346 と IBM x3650 との比較:少ないサーバーと少ない消費電力で、等しいパフォーマンスを実現 
 
または、同数の x3650 サーバーを使用すると、ほぼ 2 倍 の作業を実行できると同時に、消費電力を 4 
分の 1 より多く減らします。 
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図 2. x346 と x3650 との比較:パフォーマンス向上と消費電力削減 
 
デュアル・コア処理の時代が到来しました。IBM は、今日の市場に対するニーズに応えるために、完
全なサーバー・ソリューション・ライン (3U の x3950 および x3850、2U の x3650、1U の x3550、
ならびに x3800 および x3500 ハイエンド・タワー、x3400 エントリー・タワー) でデュアル・コア処
理を提供する準備ができています。これらの IBM サーバーは、これまでよりも高いパフォーマンスと
優れた省電力機能を提供します。新たなビジネスの成長のための容量増加、ワット性能の向上、および
全体的なインフラストラクチャー規模の縮小機能を探しているのであれば、今こそそのときであり、こ
れらのサーバーがまさにそのシステムです。  
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